
　
私 は 、 ２ ０ ０ ５ ～

0 7年 度

に 土 木 部 道 路 建 設 課 橋 梁 グル ー プ 主 査 を 務 め て い ま した 。

0 5年 度 当 時 は 、 県 内 で

2 8橋 も の 橋 梁 工 事 が 進 行 中
で 、 予 算 確 保 や 懸 案 事 項 整理 の 対 応 に 苦 労 し て い ま した 。　

湊 大 橋 は 、 第 一 期 工 事 と
し て 、 上 流 側 に 下 り 線 ２ 車

線 の 整 備 を 進 め 、

0 2年 度 か

ら 河 川 区 域 外 の 橋 梁 下 部 工に 着 手 し ま し た 。 私 が 担 当し て い る 間 に 、 上 部 工 に も着 手 し ま し た 。　
早 期 完 成 を 図 り 、 橋 詰 め

人 家 等 へ の 影 響 も 最 小 限 に抑 え る た め 、 仮 橋 を 設 置 せず 既 設 橋 を 活 か し 、 上 下 線分 離 橋 の 架 け 替 え 計 画 で 河

川 協 議 を 実 施 し ま し た 。 この 時 、 洪 水 時 に 水 流 の 乱 れに よ る 橋 脚 基 礎 部 の 洗 堀 助長 や 流 木 に よ る 橋 脚 損 傷 、水 位 上 昇 防 止 を 目 的 と して 、 橋 脚 間 に 隔 壁 工 を 設 置す る 条 件 が 付 さ れ ま し た 。　
隔 壁 工 は 難 工 事 が 予 想 さ

れ る た め 、 再 検 討 さ れ る こと に 。 設 置 不 要 と 判 断 し てい た だ く に は 、 実 験 等 に より 明 確 な 理 由 を 提 示 す る 必要 が あ り ま す 。

0 4年 、 国 総

研 河 川 研 究 室 の 技 術 指 導 のも と 、 隔 壁 の 有 無 に よ る 局所 洗 堀 深 お よ び 流 木 の 掛 か

　
橋 は 地 域 と 地 域 を 結 び 、 緊 急 時 に は 命 綱 と な る

の で す 。 私 が 若 い 頃 、 現 場 で 橋 梁 工 事 を 担 当 さ せて も ら っ た 時 、 河 川 協 議 を は じ め 大 変 な こ と も あり ま し た が 、 と に か く 嬉 し く 、 ち ょ っ と 自 慢 し たく な る よ う な 気 持 ち だ っ た こ と を 思 い 出 し ま す 。『 橋 で 川 が 渡 れ る 』 と い う 、 生 活 の 当 た り 前 を つく る こ と の 難 し さ と 誇 ら し さ 、 両 方 を 感 じ て い まし た 。 さ て 、 今 回 の 水 戸 土 木 で の 話 は 、 橋 の 話 で締 め く く り た い と 思 い ま す 。

　
那 珂 川 は 、 栃 木 県 の 那 須

岳 を 源 流 と し て 、 ひ た ち なか 市 と 大 洗 町 の 間 で 太 平 洋に 注 ぐ 延 長 １ ５ ０ ㎞ の 一 級河 川 で す 。 当 時 、 水 戸 土 木事 務 所 で は 、 こ の 那 珂 川 にか か る ４ 橋 の 整 備 を 進 め てお り ま し た 。 い ず れ も 、 私が 道 路 建 設 課 の 時 に 関 わ って い た も の で す 。 下 流 側 から 湊 大 橋 、 寿 橋 、 水 府 橋 、そ れ と 那 珂 西 大 橋 で す 。　
在 任 中 、 い ず れ も 下 部 工

事 と ア プ ロ ー チ 工 事 、 上 部工 の 段 取 り を 実 施 し て お りま し た 。　
担 当 課 長 と 担 当 者 に は 、

と に か く 現 場 に 行 く こ と 、受 注 者 の 現 場 責 任 者 と 綿 密に 打 ち 合 わ せ を 行 い な が ら

業 化 い た し ま し た 。 長 い 年月 が か か り ま し た が 、 今 で

る の が 原 則 で す が 、 ま ち づく り と 渋 滞 対 策 の 観 点 から 、 上 流 ５ ０ ０ ｍ 地 点 に 永久 橋 を か け る こ と に し た ので す 。 那 珂 川 の 湾 曲 部 に 位置 す る た め 、 橋 脚 の 方 向 決め が 難 し か っ た 橋 梁 で す 。　
国 道 ２ ４ ５ 号 の 湊 大 橋

は 、  特 別 な 思 い が あ り ま す 。老 朽 化 が 著 し い 上 に 歩 道 もな く 、 ひ た ち な か 地 区 の 進展 に 伴 い 交 通 量 が 増 大 し てい ま し た が 、 な か な か 事 業化 が 難 し か っ た 橋 で す 。 しか し 、 Ｊ Ｃ Ｏ 臨 界 事 故 を 契機 に 、 ４ 車 線 で の 事 業 に 着手 で き ま し た 。 ま ず 上 流 側に ２ 車 線 を つ く り 、 そ の 後は 現 橋 を 撤 去 し て 、 残 り の２ 車 線 を 完 成 さ せ る も の です 。 近 接 橋 の 工 事 と な り 、近 く に 人 家 も あ る こ と から 、 下 部 工 事 に 細 心 の 注 意が 必 要 で し た 。 上 部 工 は 、海 岸 が 近 い こ と か ら 、 塩 害対 策 を 実 施 す る こ と と し てお り ま し た 。 水 戸 側 で は 、前 後 の ４ 車 線 化 事 業 も 積 極的 に 進 め て い き ま し た 。　
問 題 だ っ た の は 那 珂 西 大

橋 で す 。 こ れ が で き れ ば 、県 内 那 珂 川 に か か る

1 6番 目

の 道 路 橋 と な る わ け で す

童 の 安 全 面 向 上 の ほ か 、 地域 の ス ポ ー ツ 活 動 の 活 性 化に 繋 が る と 期 待 さ れ る 。　
総 事 業 費 は ５ ９ ０ １ 万 ５

０ ０ ０ 円 、 う ち １ ０ ８ ２ 万３ ０ ０ ０ 円 が 学 校 施 設 環 境改 善 交 付 金 を 活 用 。 施 工 は山 下 工 業 ㈱ （ 山 下 尚 之 代 表取 締 役 ＝

写 真 下 段 左

）  。

　
施 設 概 要 は 人 工 芝 整 備 面

積 ３ ３ ７ ４ ・ ２ ㎡ （ ロ ン グパ イ ル 人 工 芝

　
パ イ ル 長

5 0

㎜ ）  。 陸 上 ト ラ ッ ク １ ２ ０ｍ ６ レ ー ン 、

5 0ｍ 直 線 ６

レ ー ン 。 サ ッ カ ー コ ー ト

5 4

ｍ ×

3 6・ ５ ｍ 。

　
式 典 で は 橋 本 町 長 が 「 校

庭 の 人 工 芝 生 化 は 県 内 の 公立 小 中 学 校 で は 初 。 グ ラ ンド を 活 用 し 子 ど も た ち の 健や か な 健 康 や ス ポ ー ツ 活 動を 応 援 し て い き た い 」 と あい さ つ 。　
来 賓 の 倉 持 功 境 町 議 会 議

進 め る こ と 、 困 った ら 道 路 建 設 課 橋梁 担 当 に 相 談 す るこ と を 指 示 し て おり ま し た 。　
ま ず 水 府 橋 で

す 。 緊 急 の 那 珂 川改 修 に あ わ せ 、 国交 省 と の 共 同 事 業で 架 け 替 え を 進 めて お り ま し た 。 ひた ち な か 側 で 水 郡線 を 交 差 す る ため 、 ア プ ロ ー チ の縦 断 計 画 に 苦 労 しま し た 。 水 戸 側 の

交 差 点 の 渋 滞 対 策 も 、 課 題の 一 つ で し た 。 ま た 、 す ばら し か っ た 旧 橋 の イ メ ー ジを 残 す た め 、 旧 橋 の 親 柱 は移 設 し て 再 利 用 し 、 部 材 の一 部 を 現 場 付 近 に モ ニ ュ メン ト と し て 保 存 し て い ます 。　
次 に 寿 橋 。  木 橋 で し た が 、

平 成

1 0年 ８ 月 の 集 中 豪 雨 で

両 側 の ２ 径 間 を 残 し 流 出 して し ま い 、 急 い で 復 旧 す る必 要 が あ り ま し た 。 現 位 置に 同 レ ベ ル の も の を 復 旧 す

は 工 事 も 終 わ り 、 供 用 開 始さ れ て お り ま す 。 近 々 、 架け 替 え 事 業 に 着 手 で き 、 具体 的 な 設 計 が 進 ん で い る と聞 い て お り 、 ほ っ と し て いる と こ ろ で す 。旧 橋 を 撤 去 。 上 り 線 の 工 事に 着 手 し 、

2 2年 ３ 月

2 2日 に

４ 車 線 で の 供 用 を 開 始 し まし た 。 安 全 で 円 滑 な 交 通 の確 保 は も と よ り 、 緊 急 輸 送道 路 と し て の 機 能 強 化 や 物流 の 効 率 化 、 周 辺 観 光 地 への ア ク セ ス 向 上 な ど 、 地 域の さ ら な る 発 展 に も 大 き く寄 与 す る も の と 期 待 さ れ ます 。　
橋 梁 整 備 は 、 多 く の 予 算

と 時 間 を 要 し ま す 。 そ の ため 、  当 初 計 画 が 重 要 で す が 、施 工 を 進 め る 過 程 で も 事 前に 課 題 を 予 測 し 、 時 に は 実証 実 験 を 行 う な ど 、 速 や かに 対 応 す る こ と で 、 よ り 安全 か つ 経 済 的 、 そ し て 施 工期 間 短 縮 に 繋 が り 、 早 期 に整 備 効 果 が 発 揮 さ れ ま す 。　
現 在 、 大 規 模 な 橋 梁 工 事

な ど が 減 っ て お り 、 担 当 者が 経 験 を 積 む 機 会 が 減 少 して い ま す 。 技 術 力 を 継 承 する に は 、 先 輩 方 の 貴 重 な 経験 や 前 向 き に 取 り 組 む 姿 勢を 、 後 輩 に 繋 い で い く こ とが 重 要 だ と 思 い ま す 。

す る 大 規 模 な 工 事 で あ る こと は も ち ろ ん 、 当 時 さ い たま 新 都 心 に 出 張 中 、 湊 大 橋の 現 場 で 炎 上 が あ っ た と の連 絡 が 入 り 、 慌 て て と ん ぼ返 り し た こ と が あ り ま した 。 下 部 工 の 施 工 時 に 、 自然 由 来 の メ タ ン ガ ス が 仮 桟橋 の 基 礎 を 伝 わ っ て 引 火 した と の こ と で し た が 、 幸 い大 事 に は 至 ら ず 、 ボ ヤ で 済み ま し た 。 施 工 に 際 し 、 その 地 域 の 土 質 特 性 を 事 前 に把 握 す る こ と の 重 要 性 を 再確 認 し た 出 来 事 で す 。　
ま た 、 私 は

1 8年 度 、 那 珂

市 の 自 宅 か ら 潮 来 土 木 事 務所 へ 通 勤 し て い ま し た 。 帰宅 時 間 帯 に は 、 湊 大 橋 で の渋 滞 が 特 に ひ ど く 、 時 に は海 門 橋 へ 迂 回 す る な ど の 経験 を し て お り 、 ４ 車 線 の 完成 を 待 ち 望 ん で い た ひ と りで し た 。　

1 2年 ５ 月 、 暫 定 ２ 車 線 で

供 用 を 開 始 し 、 翌 年 度 か ら

が 、 水 戸 側 ア プ ロ ー チ 部 の用 地 買 収 が 大 幅 に 遅 れ て いた の で す 。 こ れ を 解 決 す るた め 、 事 務 次 長 を ト ッ プ とす る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム をつ く り 、 毎 日 の よ う に 交 渉に あ た っ て も ら い ま し た 。事 務 次 長 の 熱 意 で 、 見 事 に問 題 が 解 決 さ れ 、 や っ と 盛土 工 事 に 着 手 す る こ と が でき ま し た 。　
こ の ４ 橋 、 そ の 後 ど う

な っ て い る か 心 配 で 見 て回 っ た り し て い ま し た 。 今で は 、 ど の 橋 も 立 派 に 完 成し 、 供 用 開 始 さ れ 、 県 内 那珂 川 で は ５ ㎞ 以 内 の 間 隔 で橋 が 架 か っ て い ま す 。　
こ の ４ 橋 の か な り 上 流 側

に 、 国 道 １ ２ ３ 号 の 那 珂 川大 橋 が あ り ま す 。 幅 員 が 狭く 、 大 型 車 同 士 が す れ 違 いづ ら い た め 、 早 く 架 け 替 えな け れ ば な ら な い 橋 梁 です 。 架 橋 位 置 と 取 付 部 のル ー ト は 概 ね 決 め て あ り まし た が 、 残 念 な が ら 架 け 替え 事 業 に は 着 手 で き な い でお り ま し た 。　
御 前 山 側 の 取 付 部 は バ イ

パ ス 計 画 と な り 、 か な り 長い 延 長 と な る た め 、 こ の バイ パ ス の 一 部 を 先 行 し て 事

　
人 工 芝 生 は ク ッ シ ョ ン 性

が 高 く 、 転 倒 時 の ケ ガ 防 止や 足 腰 の 負 担 を 軽 減 す る 効果 が あ り 、 児 童 が 快 適 な 環境 で 活 動 す る こ と が で きる 。 施 設 の 整 備 に よ り 、 児

長 （

写 真 上 段 左

） は 「 教 育

環 境 の 充 実 、 子 ど も た ち の体 力 向 上 に つ い て し っ か りや っ て い か な け れ ば な ら ない 」 と 祝 辞 。 半 村 登 県 議 会議 員  （

写 真 下 段 右

）  は  「 ク ッ

シ ョ ン 性 が 高 く ケ ガ 防 止 につ な が る 人 工 芝 グ ラ ン ド で子 ど も た ち が ス ク ス ク と 成長 し て ほ し い 」  と 祈 願 し た 。　
石 井 俊 之 校 長 （

写 真 下 段

中 央

） は 「 人 工 芝 生 化 を 児

童 た ち と と も に 楽 し み に して い た 。 運 動 が 苦 手 と 感 じて い る 児 童 も ケ ガ を 恐 れ ず楽 し ん で 運 動 が で き 、 運 動能 力 向 上 に つ な が る 」 と 感謝 し た 。　
続 い て 橋 本 町 長 が 施 工 者

に 感 謝 状 を 贈 呈 。 感 謝 状 を手 渡 さ れ た 山 下 工 業 の 山 下代 表 取 締 役 は 「 子 ど も た ちの た め に も 短 い 期 間 で の 完成 を 心 が け て 施 工 し た 。 境町 が 橋 本 町 長 を 中 心 に ま すま す 発 展 し て い き ま す よ う微 力 な が ら 応 援 さ せ て い ただ く 」 と 謝 辞 を 述 べ た 。　
そ の 後 、 テ ー プ カ ッ ト が

行 わ れ 、 関 係 者 一 同 で 校 庭の 人 工 芝 生 化 を 祝 っ た 。　
式 典 終 了 後 は 、 記 念 イ ベ

ン ト と し て 境 町 地 域 お こ し協 力 隊 を 務 め る 地 元 サ ッカ ー ク ラ ブ 「 境 ト リ ニ タス 」 に よ る サ ッ カ ー 教 室 を実 施 。 児 童 た ち は 整 備 さ れた グ ラ ン ド で 元 気 に ボ ー ルを 追 い か け た 。 今 後 、 こ のサ ッ カ ー 教 室 は 希 望 す る 子ど も た ち を 対 象 に 毎 週 無 料で 開 催 す る 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 水 戸 土 木 事 務 所

編

（ 完 ）　

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

那 珂 川 に か か る ５ 橋 の お も い で

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

元 県 土 木 部 総 括 技 監
（ 当 時 ・ 県 道 路 建 設 課 橋 梁 グ ル ー プ 主 査 ）

渡 邊 一 夫 氏 鯉 渕 宏 一 氏×

鯉 渕 宏 一 （ こ い ぶ ち

　
こ う い ち ）

１ ９ ６ ０ 年 ５ 月 １ 日 生 ま れ 。

6 2歳 。 茨 城 県 出

身 。

8 4年 に 県 庁 へ 入 庁 し 、 道 路 維 持 課 へ 配 属 。

検 査 指 導 課 技 術 総 括 、 土 木 部 企 画 監 、 土 浦 土 木事 務 所 つ く ば 支 所 長 、 潮 来 土 木 事 務 所 長 、 水戸 土 木 事 務 所 長 、 土 木 部 総 括 技 監 な ど を 務 め 、２ ０ ２ １ 年 ３ 月 に 退 職 。

「 橋 で 川 が 渡 れ る 」  「 橋 は 緊 急 時 の 命 綱 」

県 内 の 那 珂 川 は 約 ５ ㎞ 間 隔 に  “ 橋 ”

経 験 は 財 産 、  技 術 力 を 継 承

り や す さ を 比 較 す る 水 理 模型 実 験 を 実 施 し ま し た 。 その 結 果 に よ り 、 隔 壁 な し で河 川 管 理 者 か ら 了 承 を 得 るこ と が 出 来 ま し た 。　
併 せ て 、 Ｐ ２ 橋 脚 工 事 は

既 設 橋 と の 近 接 施 工 の ため 、 橋 建 協 や コ ン サ ル 、 施工 業 者 、 本 課 、 事 務 所 な どの 関 係 者 と 計 ３ 回 の 検 討 会議 を 実 施 し 、 影 響 を 事 前 に想 定 。  的 確 な 対 応 策 を 立 て 、事 故 等 の 未 然 防 止 に 努 め まし た 。　
私 に と っ て も 、 湊 大 橋 は

記 憶 に 残 る 橋 の ひ と つ です 。 支 持 地 盤 線 が 深 く 、 基礎 は 鋼 管 矢 板 井 筒 基 礎 、 上部 工 架 設 方 法 検 討 を 必 要 と

　
境 町 （ 橋 本 正 裕 町 長 ＝

写 真 上 段 右

） は

1 2日 、 町 立

境 小 学 校 の 校 庭 人 工 芝 生 化 完 成 記 念 式 典 を 開 催 した 。 教 育 環 境 の さ ら な る 整 備 を 進 め る た め 、 国 の 学校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 を 活 用 し 、 県 内 の 公 立 小 中 学校 で 初 め て 校 庭 を 人 工 芝 生 化 。 式 典 に は 多 く の 来 賓や 工 事 関 係 者 が 出 席 し 完 成 を 祝 っ た 。

施 工 し た 山 下 工 業 に 感 謝 状

校 庭 の 人 工 芝 生 化 は 県 内 初

境 町 ／ 境 小 学 校 で 完 成 記 念 式 典

短 い 期 間 で の 完 成 を 心 が け 施 工

子 供 達 の 健 や か な 成 長 、 ス ポ ー ツ 活 動 応 援

山 下 工 業 ㈱ ・ 山 下 代 表 取 締 役 が 謝 辞

教 育 環 境 を 一 層 充 実
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